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Ⅱ．調査結果  

 

１３．循環型社会づくりについて 

「循環型社会づくり」とは、大量生産・大量消費・大量廃棄を改め、廃棄物をなるべく出さず（リ

デュース）、使える物は繰り返し使い（リユース）、できるだけ資源として再利用し（リサイクル）

（以下「３Ｒ」という。）、利用できない廃棄物は適正に処分することで、天然資源の消費を抑制し、

環境への負荷をできる限り減らす社会づくりのことをいいます。 

 

１３－１．家庭ごみの出し方 

 
 

Ｑ１３－１ 家庭から出る家庭ごみをどのように出していますか。（○はそれぞれ１つ） 

  

 

家庭ごみの出し方について、「出している」と「たまに出している」を合わせた『出している（計）』

の割合は、「１．生ごみは水切りをして出している」が 92.2％、「３．シャンプーの入れ物や食品トレー

などのプラスチック製の容器包装を分別して、プラスチック製容器包装の資源物として出している」が

86.3％、「２．牛乳パックやお菓子箱などの紙製の容器包装を分別して、古紙として出している」が 73.2％、

「４．不要になった衣類を、市町やリサイクルショップに出している」が 53.5％となっており、５割超

から９割超となっている。 

 

  

出している
（計）

１．生ごみは水切りをして出している

２．牛乳パックやお菓子箱などの紙製の容器包装を
分別して、古紙として出している

３．シャンプーの入れ物や食品トレーなどの
プラスチック製の容器包装を分別して、

プラスチック製容器包装の資源物として出している

４．不要になった衣類を、市町や
リサイクルショップに出している
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Ⅱ．調査結果  

 

１３－２．循環型社会づくりに向けた県の施策について、取組が浸透していると感じるもの 

 
 

Ｑ１３－２ あなたは、循環型社会づくりに向けた県の施策について、取組が浸透している 

と感じるものはどれですか。（○はそれぞれ１つまで）  

 

循環型社会づくりに向けた県の施策について、取組が浸透していると「感じる」割合は、「２．マイバ

ッグやマイボトル持参によるプラスチックごみの削減」が 61.4％、「４．海岸清掃などの海洋ごみ対策」

が 31.8％の順に高くなっており、３割強から６割強となっている。一方「感じない」割合は、「６．不法

投棄ホットラインや休日・夜間不法投棄監視パトロールによる廃棄物の適正処理の推進」が 29.7％、「１．

食材を無駄なく使う食品ロスの削減」が 23.4％の順に高くなっており、２割台となっている。 

  

６．不法投棄ホットラインや休日・夜間
不法投棄監視パトロールによる廃棄物の

適正処理の推進

１．食材を無駄なく使う食品ロスの削減

２．マイバッグやマイボトル持参による
プラスチックごみの削減

３．廃棄物の３Rに関する
環境教育・環境学習

４．海岸清掃などの海洋ごみ対策

５．地域の環境保全活動や
清掃美化活動への支援
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感じる どちらともいえない 感じない 知らない 無回答


